
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               改善                      計画 

                

                

  

 

令和 8年度 学校の重点目標  

「生徒の資質・能力の伸長につながる働き方改革の推進」 
 

学校教育目標   

夢に向かって「強み」が発揮できる心豊かな生徒の育成 

重点目標 

 

・規範意識の向上、すべての活動において心理的安全性が確保される指導体制の確立 

・生徒の自己有用感の向上をめざしたカリキュラムマネジメントの実装 

・個別最適・協働的な学びをいっそう推進し、自分の「納得解」を導き出す学習の創造 

・多様な個性や特性、背景を有する生徒に対応するシステムの工夫と改善 

・多面的・多角的な視点から言語活動を重視し、自分の頭で考え自己調整できる力の伸長 

・保護者・ＰＴＡ・地域が協働し、社会に開かれた魅力あふれる学校づくりの推進 

・教育 DXの活用により、校務を効率化・簡素化しワークエンゲージメントを向上 

校訓 （平成５年４月１日開校、平成６年２月１０日制定された生徒目標） 
(1)自己を拓く人 
自己の潜在的な可能性を発見し､自分の特性やよさを見つけ出し､伸ばしていける人になる 

(2)協調できる人 
自分が周りの人々と互いに協力し､共に支えあって､心豊かな人間関係を築きあげることができる人になる 

(3)信頼される人 
人物､性格､行動などすべての面で立派な社会人になる素養を身につけ､周りの人々から信頼される人になる 

めざす生徒像 

・高い志と意欲をもつ生徒 

・寛容で思いやりのある生徒 

・自ら考え、書き、相手に伝える

ことのできる生徒 

めざす学校像  

・互いの多様性を認め合い、安心

して生活できる学校 

・創造性と主体性があふれる学校 

・明日も来たくなる学校 

変化の激しい時代において、自らが社会の創り手となる資質・能力を育成 

学校協議会 Check 

 

 

Do Action 

学校 Plan 

 

令和 8年４月 1日 

令和８年度 大阪市立真住中学校グランドデザイン 

教育委員会・区役所・PTA・地域諸団体・ 

関係諸機関・元気アップ地域本部・SC・SSR支援員 

学校関係者評価 実行 


